
会
は
、
日
本
共
産
党
の
飯

能
、
日
高
の
両
市
委
員
会
、

飯
能
日
高
地
労
連
な
ど
の
労

働
組
合
や
民
主
団
体
、
二
〇

団
体
が
参
加
し
、
事
務
局
長

に
埼
玉
土
建
飯
能
日
高
支
部

の
芦
野
修
さ
ん
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

芦
野
事
務
局
長
は
、
「
当

面
、
春
の
闘
い
で
、
雇
用
や

働
く
ル
ー
ル
の
確
立
や
増
税
、

教
育
問
題
な
ど
暮
ら
し
を
守

る
闘
い
を
す
す
め
る
と

と
も
に
、
飯
能
で
は
、

市
立
病
院
問
題
、
日
高

で
は
消
防
署
の
分
署

化
、
循
環
バ
ス
廃
止

の
問
題
な
ど
地
域
の

課
題
に
取
り
組
み
な

が
ら
、
国
政
や
県
政

の
問
題
と
重
ね
合
わ

せ
て
、
考
え
て
い
こ

う
」
と
呼
び
か
け
、
県

民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
職
場

や
地
域
で
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

上
田
県
政
の

特
徴
と
争
点

埼
労
連
議
長
が
講
演

総
会
後
に
原
富
悟
埼
玉
労

働
組
合
連
合
会
議
長
が
講
演

し
、
上
田
県
政
の
四
年
間
の

特
徴
と
知
事
選
の
争
点
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。

深
刻
な
医
師
不
足
に
無
策

原
富
氏
は
、
医
師
不
足
の

問
題
に
触
れ
、
埼
玉
県
の
産

婦
人
科
医
師
一
人
当
た
り
の

年
間
出
産
件
数
は
二
六
八
件
、

全
国
平
均
一
三
六
件
の
約
二

倍
、
二
位
の
茨
城
よ
り
九
〇

件
も
多
い
実
態
を
示
し
、

「
な
ぜ
ダ
ン
ト
ツ
に
医
師
が

少
な
い
の
か
？
そ
れ
は
上
田

知
事
が
医
師
確
保
に
つ
い
て

な
ん
ら
方
策
を
持
た
な
い
か

ら
だ
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

大
企
業
に
は

ポ
ン
と
一
〇
億
円

埼
玉
県
は
、
「
選
択
と
集

中
」
な
ど
と
い
っ
て
、
県
民

生
活
に
犠
牲
を
強
い
る
一
方

で
、
企
業
誘
致
に
大
胆
に
補

助
金
を
出
し
て
い
ま
す
。

原
富
氏
は
、
「
カ
ル
ソ
ニ
ッ

ク
カ
ン
セ
イ
株
式
会
社
が
移

転
す
る
前
の
大
宮
の
跡
地
に

戻
っ
て
く
る
も
の
に
ま
で
一

〇
億
円
も
の
補
助
金
（
さ
い

た
ま
市
も
一
〇
億
円
、
合
計

二
〇
億
円
）
を
出
し
て
い
る

が
、
研
究
部
門
が
主
で
地
元

雇
用
は
期
待
で
き
な
い
。
こ

ん
な
大
企
業
に
は
ポ
ン
と
補

助
金
を
出
し
な
が
ら
、
中
小

業
者
へ
の
補
助
は
削
っ
て
い

る
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

最
後
に
原
富
氏
は
、
「
上

田
知
事
は
、
右
翼
的
思
想
の

人
物
で
あ
り
、
霊
感
商
法
で

反
社
会
集
団
の
勝
共
連
合
と

も
深
い
つ
な
が
り
が
あ
る
」

と
指
摘
し
ま
し
た
。

財
務
省
や
総
務
省
が
、

「
一
月
分
か
ら
所
得
税
（
国

税
）
が
減
り
、
そ
の
ぶ
ん
六

月
分
か
ら
住
民
税
（
地
方
税
）

が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
」

が
「
負
担
は
基
本
的
に
は
変

わ
り
ま
せ
ん
」
と
宣
伝
し
て

い
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
世
帯
の
場

合
、
そ
の
多
く
は
一
月
に
給

与
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
所
得

税
額
が
減
額
さ
れ
、
手
取
り

収
入
が
増
え
ま
す
。
こ
れ
は
、

税
源
移
譲
に
伴
う
影
響
が
定

率
減
税
廃
止
に
よ
る
増
税
額

を
上
回
り
、
一
月
か
ら
五
月

ま
で
は
、
差
し
引
き
見
か
け

上
減
税
に
な
る
現
象
で
す
。

一
方
、
六
月
に
は
住
民
税

の
定
率
減
税
が
全
廃
さ
れ
、

六
月
か
ら
は
増
税
に
な
り
ま

す
。
（
上
図
）

一
年
間
を
通
し
て
み
る
と
、

税
源
移
譲
だ
け
に
限
っ
た
所

得
税
、
住
民
税
額
の
合
計
額

は
変
化
し
な
い
も
の
の
、
定

率
減
税
全
廃
に
よ
る
増
税
が

庶
民
に
押
し
付
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
世
帯
以
外

で
は
、
増
税
に
な
る
時
期
は

世
帯
の
所
得
の
あ
り
方
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、

年
金
生
活
者
の
場
合
、
二
月

に
減
額
さ
れ
た
所
得
税
は
、

そ
の
分
も
含
め
て
六
月
に
住

民
税
増
税
に
は
ね
返
り
ま
す
。

自
営
業
者
の
場
合
、
住
民
税

増
税
の
影
響
が
先
に
現
れ

（
六
月
）
、
所
得
税
の
減
額

は
来
年
の
確
定
申
告
の
時
期

（
予
定
納
税
の
場
合
は
今
年

七
月
）
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
所
得
の
少
な
い

高
齢
者
の
場
合
、
住
民
税
の

非
課
税
限
度
額
が
昨
年
廃
止

さ
れ
た
影
響
が
今
年
も
続
き

ま
す
。
六
月
に
は
、
定
率
減

税
全
廃
に
よ
る
増
税
に
加
え
、

非
課
税
限
度
額
廃
止
に
伴
う

増
税
が
上
乗
せ
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

増
税
批
判
を
か
わ
す
た
め

に
、
財
務
省
や
総
務
省
が
い

く
ら
「
負
担
は
変
わ
ら
な
い
」

と
宣
伝
し
て
み
て
も
、
“
庶

民
に
増
税
、
大
企
業
に
減
税
”

と
い
う
事
実
は
消
せ
ま
せ
ん
。

山
本
萌
著
書
の
山

頭
火
カ
レ
ン
ダ
ー

の
一
月
は
、
あ
る

け
ば
蕗
の
と
う
で

す
。
そ
ん
な
こ
と

が
あ
っ
て
か
、
今

年
は
さ
っ
そ
く
蕗

の
と
う
が
届
き
ま

し
た
。
ま
だ
、
か

た
い
葉
の
中
に
は
、
春
が
眠
っ

て
い
る
よ
う
な
感
触
が
あ
り

ま
す
。
朝
、
散
歩
途
中
の
Ｆ

さ
ん
も
庭
の
あ
っ
ち
こ
っ
ち

に
も
ふ
き
の
と
う
で
す
よ
と

に
こ
に
こ
し
て
い
ま
し
た
▼

ふ
き
の
と
う
と
い
え
ば
日
本

酒
、
し
み
じ
み
春
を
味
わ
う

の
も
い
い
も
の
で
す
。
「
し

ん
ぶ
ん
赤
旗
」
で
「
久
保
田
」

「
朝
日
山
」
の
銘
酒
で
知
ら

れ
る
朝
日
酒
造
元
専
務
の
嶋

悌
司
さ
ん
が
、
格
差
社
会
と

地
酒
は
相
い
れ
な
い
と
語
っ

て
い
ま
す
。
生
活
が
苦
し
く

な
っ
て
安
売
り
の
酒
を
飲
め

ば
、
そ
れ
で
も
ま
し
な
生
活

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
、
平
和
や
暮
ら
し
の
安
定

な
く
し
て
、
地
酒
は
育
た
な

い
と
い
う
の
で
す
。
▼
安
売

り
の
手
法
は
労
働
者
の
賃
金

を
下
げ
る
だ
け
、
良
い
酒
を

つ
く
る
気
風
が
な
く
な
る
と

の
指
摘
は
う
な
づ
け
ま
す
。

こ
ん
ど
ふ
き
の
と
う
で
一
杯

飲
む
と
き
に
は
、
こ
ん
な
酒

づ
く
り
人
の
気
持
ち
も
静
か

に
語
り
あ
え
た
ら
い
い
な
あ

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
肩
の

こ
ら
な
い
「
日
本
酒
９
条
の

会
」
な
ん
て
い
い
と
思
う
の

で
す
が
。
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増
税
ご
ま
か
す
政
府

“
負
担
変
わ
ら
ず
”
と
Ｐ
Ｒ

広
範
な
県
民
要
求
を
前
面
に

新
し
い
県
政
を

飯
能
日
高
地
域
民
主
県
政
の
会
を
再
開

八
月
に
埼
玉
知
事
選
挙
が
闘
わ
れ
ま
す
。
県
民
参
加
の
民

主
県
政
を
め
ざ
す
埼
玉
各
界
連
絡
会
は
、
す
べ
て
の
地
域
で

連
絡
会
を
再
開
し
、
選
挙
準
備
に
入
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

飯
能
日
高
地
域
の
民
主
県
政
の
会
は
、
一
月
十
七
日
に
再
開

総
会
を
開
き
、
県
政
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

講演する原富氏



埼
玉
土
建
一
般
労
働
組
合

（
以
下
埼
玉
土
建
）
は
、
一

九
七
一
年
九
月
、
東
京
土
建

か
ら
独
立
し
、
翌
七
二
年
に

は
、
越
谷
、
鴻
巣
、
富
士
見
・

三
芳
、
東
松
山
土
建
が
結
成

さ
れ
、
現
在
で
は
大
き
く
発

展
し
、
埼
玉
県
内
に
四
十
四

の
組
合
が
組
織
さ
れ
、
全
県

を
く
ま
な
く
網
羅
し
活
動
し

て
い
ま
す
。

飯
能
日
高
支
部
は
、
九
三

年
五
月
、
会
員
四
七
七
名
で

飯
能
支
部
と
し
て
入
間
支
部

か
ら
分
離
独
立
し
ま
し
た
。

五
年
前
に
日
高
支
部
と
合
流

し
、
飯
能
日
高
支
部
と
し
て
、

一
一
九
〇
名
の
会
員
を
有
す

る
労
働
組
合
に
発
展
し
て
い

ま
す
。
長
期
化
す
る
不
況
の

中
で
、
廃
業
、
倒
産
に
追
い

込
ま
れ
る
会
員
も
出
て
き
て

い
ま
す
が
、
「
仕
事
の
確
保
」
、

「
不
払
い
相
談
」
な
ど
必
死

の
取
り
組
み
を
行
い
、
現
在
、

全
県
で
八
万
人
を
超
え
る
建

設
業
者
の
労
働
組
合
と
し
て

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

飯
能
市
へ
の
仕
事
確
保
の

運
動
で
は
、
小
学
校
や
公
民

館
、
市
営
住
宅
な
ど
の
修
繕

に
つ
い
て
「
小
規
模
工
事
登

録
制
度
」
を
創
設
さ
せ
、
経

済
効
果
の
あ
る
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
」
の
創
設
を
求

め
て
運
動
し
て
い
ま
す
。

組
合
の
特
色
は
、
何
と
言
っ

て
も
「
土
建
国
保
」
で
、
本

人
の
入
院
医
療
費
・
一
〇
割

給
付
を
守
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
今
年
四
月
か
ら
は
、
家

族
の
入
院
医
療
費
一
〇
割
給

付
を
ス
タ
ー
ト
し
、
医
療
改

悪
の
逆
風
の
中
に
あ
っ
て
も
、

仲
間
を
増
や
し
、
手
厚
い
保

障
を
実
現
さ
せ
て
き
て
い
ま

す
。一

昨
年
か
ら
、
ア
ス
ベ
ス

ト
に
よ
る
健
康
被
害
が
社
会

問
題
と
な
り
、
「
無
料
健
康

診
断
」
で
の
ア
ス
ベ
ス
ト
チ
ェ
ッ

ク
や
、
解
体
・
改
修
工
事
に

従
事
す
る
人
に
義
務
付
け
ら

れ
た
「
ア
ス
ベ
ス
ト
特
別
講

習
」
「
作
業
主
任
者
講
習
」

を
い
ち
早
く
開
催
し
て
、
組

合
員
の
信
頼
を
集
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
求
人
案
内
や
不

払
い
、
仕
事
上
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
相
談
業
務
は
広
範
囲
に

及
び
ま
す
。

相
談
、
問
い
合
わ
せ
は

℡
９
７
４
ー
０
３
３
０
ま
で

市
立
病
院
を
良
く
す
る
会

は
、
学
習
会
や
署
名
運
動
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、

今
後
は
、
住
民
懇
談
会
な
ど

で
市
民
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、

提
言
を
ま
と
め
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

一
月
十
三
日
、
十
九
日
の

両
日
、
東
吾
野
、
吾
野
公
民

館
で
住
民
懇
談
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

懇
談
会
に
は
、
良
く
す
る

会
の
メ
ン
バ
ー
や
自
治
会
関

係
者
、
地
域
住
民
が
参
加
し
、

現
状
や
住
民
要
望
な
ど
を
出

し
合
い
懇
談
し
ま
し
た
。

懇
談
で
は
、
●

二
万
一
千

を
超
え
る
署
名
を
市
長
に
提

出
し
た
が
力
に
な
っ
た
の
か
？

●

市
は
病
院
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
？
●

医
師

の
確
保
は
本
当
に
難
し
い
の

か
？
●

非
常
勤
医
師
の
積
極

的
な
活
用
で
診
療
項
目
を
増

や
せ
な
い
の
か
？
●

全
て
の

職
員
が
市
立
病
院
を
盛
り
立

て
る
意
識
に
な
っ
て
い
る
か
？

●

経
営
者
と
し
て
の
感
覚
が

乏
し
い
の
で
は
な
い
の
か
？

●

市
は
何
で
も
金
が
か
か
る

と
い
っ
て
切
り
す
て
よ
う
と

い
う
の
は
問
題
で
は
な
い
か
。

●

市
民
の
生
活
が
厳
し
い
中

で
、
市
立
病
院
は
安
く
て
入

院
し
や
す
い
。
民
間
で
は
入

院
で
き
な
い
と
い
う
声
を
よ

く
聞
く･･･

。
な
ど
の
声
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

医
師
確
保
は

急
務
の
課
題

懇
談
で
は
、
「
二
名
の
医
師

が
三
月
末
ま
で
の
契
約
で
そ

の
後
一
名
し
か
確
保
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
三
名
の

欠
員
に
な
る
。
南
高
麗
診
療

所
も
医
師
が
十
二
月
で
退
職

し
て
、
後
任
の
目
途
が
た
っ

て
い
な
い
な
ど
、
医
師
確
保

は
急
務
。
全
国
的
に
医
師
不

足
の
状
況
に
あ
る
が
、
こ
う

い
う
時
こ
そ
、
市
長
、
院
長

が
本
気
に
な
ら
な
け
れ
ば
医

師
は
確
保
で
き
な
い
。
強
く

市
長
に
要
望
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
の
声
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

最
後
に
、
八
〇
代
だ
と
い

う
お
年
寄
り
が
、
「
東
吾
野

診
療
所
が
火
災
に
あ
っ
た
後
、

悔
し
い
思
い
で
黒
こ
げ
に
な
っ

た
柱
を
担
ぎ
出
し
た
こ
と
を

思
い
出
す
。
市
長
は
、
先
人

た
ち
が
無
医
村
に
し
て
は
ダ

メ
だ
と
火
災
に
負
け
ず
再
建

し
た
住
民
の
思
い
を
無
に
し

な
い
で
ほ
し
い
」
と
切
々
と

語
る
姿
に
参
加
者
は
目
頭
を

熱
く
し
て
聞
い
て
い
ま
し
た
。

２００７年１月２１日 ＮＯ．１５５７

今
が
出
番
で
す
！

仕
事
も
く
ら
し
も
ま
る
ご
と
支
援

埼
玉
土
建
一
般
労
働
組
合
飯
能
日
高
支
部

本
気
で
医
師
確
保
に
取
り
組
ん
で
！

市
立
病
院
問
題
で
住
民
懇
談
会

２月７日（水）午後７時～
飯能市・富士見公民館

講師 原富 悟さん 埼労連議長

社会保障の実態をよく学びましょう。

主催：飯能市社会保障をよくする会

１月２７日（土）午後６時半～
飯能市・富士見公民館（第２学習室）

講師 浦野広明さん 立正大学教授・税理士

●税率を１０％に引き上げる必要はあるの？

●引き上げを止めさせるには？

＊講演前に若干の時間で総会を行います。

主催：消費税廃止を求める飯能連絡会

土建まつりでオモチャ作りを教える

と き ２月１８日（日）
午前１０時～午後３時

ところ 宮本会館（高橋ストアー隣）

リストラ、サラ金、不払い、国保税滞

納、生活保護など、何でもお気軽にご相

談ください。弁護士、税理士など法律・

税務などの専門家と日本共産党の４名の

市議会議員が対応します。

主催：飯能民商、飯能日高土建飯能支

部、清流道場、日本共産党飯能市議団

相談無料


